
チベット黒陶展― 千年の炎が生む、漆黒の芸術 ― 
 

本展は、一般社団法人日本チベット仏教およびチベット

文化の芸術交流センターによる企画の第二弾として開催

される展覧会です。タンカ展に続く今回は、チベット文化圏

の伝統工芸の一つである黒陶を取り上げます。 

展示する黒陶は、中国四川省ザラタン(壤塘)を中心と

する地域文化の中で受け継がれてきたザラタン黒陶です。

独特の燻焼技法によって生まれる深い黒色を特徴とし、

素朴でありながら静かな力強さをたたえています。 

こうした器物は、高原の暮らしの中で育まれてきた実用の

道具であると同時に、地域に根づく仏教文化、とりわけ

チョナン派文化の気風を背景に持ちながら、独自の  

美意識を形作ってきました。 

会場では、古い黒陶作品と現代陶芸家による作品を

併せて展示し、ザラタン黒陶の歴史と現在を紹介いたし

ます。土と火が生み出す静かな美の世界を京都の町家空間にてご覧ください。 

 

会 期：2026 年 3 月 24 日 (火) ～3 月 31 日 (火)  10:00～17:00  
         

会 場：ギャラリー富小路 (http://www.gallery-tominokoji.kyoto/index.html) 

      京都市下京区富小路通綾小路下る塗師屋町 83 

       アクセス： 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

問合せ先：冨山こたろう   ☎：090-8380-0104       

http://www.gallery-tominokoji.kyoto/index.html

